
 

高度医療人材養成拠点形成事業（高度な臨床・研究能力を有する医師養成）
タイプＡ 取組の概要と推進委員会からの主なコメント 

 

代 表 校 名 

（ 連携大学 名 ） 

名古屋大学（計２大学） 

（名古屋市立大学） 

事 業 名 
東海臨床・基礎融合研究ジュニアスペシャリスト育成のための OJT プロ

グラム 

事 業 責 任 者 名古屋大学医学部長・医学系研究科長 木村 宏 

事 業 の 概 要 

本事業では、名古屋大学及び名古屋市立大学の研究ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ責任者等を構成ﾒﾝﾊﾞｰとする「東海臨床・

基礎融合研究ｻﾎﾟｰﾄｺｱ」を設置し、事業協力機関の協力の下、教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを構築する。ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑに

は、講義を主体とする初級の短期集中ｺｰｽと、実践を主体とする中級ｺｰｽがある。初級ｺｰｽを修養し、

SA もしくは TA として採用された医学部生等が、中級ｺｰｽを履修の上、教員の指導の下、各大学の研究

者が実施する実際の研究に On the Job Training(OJT)として参画し実践的に研究ｽｷﾙを上達させる。

更に、卓越した成果が期待できる臨床研究には、研究支援者の優先援助を得られる「集中伴走型支

援」ｺｰｽを別途設け、研究推進を図る。若手研究者の研究参画や外部研究支援者の積極的利用は、診

療科教員の業務負担を軽減すると同時に、高度な臨床研究能力を有する医師の養成に寄与する。 

推進委員会からの主なコメント    〇：優れた点等、●：改善を要する点等 

○東海臨床・基礎融合サポートコア等の臨床研究の推進体制が確立されており、その中で医学部生・

大学院生に対しての出口戦略教育を実施している。 

○医学生の臨床研究参加論文数が明記されているなど、臨床研究推進に向けた目標が具体的である。 

○門田レポートに記載の必須項目の実施率向上に向けて、実施率の低い医行為や学生が苦手な医行為

を可視化するとともに、シミュレーション教育充実のための教育支援スタッフを配置するなど、計

画が具体的で実効性が期待できる。 

○多くの大学や CROなどが事業協力機関として参加することで効果向上を追求している。 

○先端医療開発部に専任職員が 54名在籍している。 

○事業の継続に必要な費用の獲得に関して、リアルワールドデータの利活用に関心を持つ産官機関と

の共同研究による外部資金獲得を計画しており、実現が期待される。 

●事業はシステムというよりも属人的であり、優秀な人材の負担の増加を考慮することが望ましい。 

 

 

 


